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Abstract

In this paper, the rhetoric of the film is analyzed

especially from the perspective of cognitive transition

relate to narrative story and non-story. The classi-

fication of the transition techniques and the cutting

techniques can be used to compose various narrative

film rhetoric.
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1. はじめに
映像の認知を，広義の物語に関する認知処理におけ

る切断と転換の観点から本発表では論じる．ここでい
う広義の物語とは，事象の連鎖としてのストーリー以
外に，撮影や編集，演出といった映像の諸要素の連鎖
や，それにより生じるイメージの連鎖も物語として捉
える概念である [1]．また，切断や転換は，物語の認
知をストーリーの認知に留まらず，多重化・多様化す
るための概念である．金井・小玉 (2010) などで切断
技法を中心に映像修辞の認知と生成を論じてきたが，
それを拡張するための転換技法に本発表では特に注目
する．
映像の受け手は，ストーリー以外も含めた広義の物

語を何らかの形で認知的に処理する．人は映像の全
てを均一に処理することはできないので，映像の受け
手がその物語に接するにあたって，特定の認知的方略
を採用している．一般には，登場する人物を中心に映
像に接する認知的方略や，出来事を中心に一貫したス
トーリーを構築していく認知的方略が用いられること
が多い．だが，これらの認知的方略に受け手を留まら
せるのではなく，その認知的方略を変更させていくこ
とで，複数の物語認知を生じさせることができる．そ
のために，映像を見ている過程で，受け手に認知的方
略を変更させる技法である切断技法が，映像修辞上に
導入されている．切断技法は，映像の時間的連鎖に関
する切断，空間に関する切断，映像と音など他の媒体

との関係における切断の 3 つの種類がある [2]．切断
技法はアートフィルムなどの特定の作品において固有
性の高い技法として用いられることもあるが，映画の
予告編や広告などでも多用されている一般的な技法で
もある [3]．切断技法によって，映像の受け手に映像の
細部のストーリー以外の要素や第三の意味に注目させ
ることができるのであるが，そのような認知を想定し
ない受け手であれば，認知的切断によって生じる違和
感のみに留まってしまい，複数の物語認知につながら
ないこともある．切断技法では強い違和感のみを受け
手に生じさせてしまう場合があるといえよう．
完全なストーリーに関する認知の切断には至らない

までも，一時的に人物やストーリー以外の要素に注目
させる技法もある．多くの映像で用いられているのは
むしろこのような修辞であるといえるかもしれない．
例えば，食事や喫煙シーン，人間以外の動物や人工物，
時間に関する技法，自然，身体，運動感覚，特殊効果
などの強調・挿入が，映像のストーリー上でなされて
いる場合，映像の受け手はストーリーの処理を緩和し
つつ，ストーリー以外の要素にも注目していくことに
なる．本発表はこれらの，切断までには至らない，認
知的方略の部分的な転換に向けた映像修辞を，転換技
法として特に論じ，物語生成につなげることを目的と
する．

2. 転換技法
ある映像の一つのショットに対し，その受け手は，

映像そのものの細部を認知しても，そこで何が起き
て何が語られているか（物語言説）に注目して認知し
ても，さらにその全体とのつながりとしてストーリー
（物語内容）の観点から認知しても良い．さらにはそ
れらの認知を同時に処理していくこともできる．
切断技法は，完全にストーリーに関する処理を切断

し，映像そのものの細部や物語言説を強調する技法で
あるため，受け手は認知的切断を強く意識することに
なる．それに対し，切断を強く意識せず，ストーリー
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の処理を行いつつ，その処理を緩和し，映像そのもの
の細部や物語言説を中心とした処理への認知的転換を
行わせる映像上の修辞技法を，本発表では転換技法と
定義する．
認知的転換は，ストーリーに関する連続性を保ちつ

つ，ストーリーに留まらない要素を同時に含む修辞に
よってなされる．登場人物が起こす行動に関連しなが
らも，登場人物の行動やそれに基づくストーリーに留
まらない認知をさせる技法である．
転換技法は，物語上のある場面に何を挿入するかに

関し，以下の様な観点から分類することができると考
えられる．

登場人物の環境 自然環境や建物など．
登場人物の周囲の人・生物・天然物・人工物 環境に

何が存在しているか．
登場人物の細部 身体の強調など．
登場人物の認知 主観や感覚の強調など．
登場人物の行動を説明する映像修辞 　登場人物に付

加される映像修辞．

転換技法が用いられる場面においては，ストーリー
の切断はなされていないので，登場人物の行動には連
続性が保たれている．その中で，登場人物を囲む全体
の環境・環境に存在している事物・登場人物の身体，
の内のいずれかの要素，または複数の要素を挿入する
技法をまずは転換技法として捉えることができる．あ
るいはそれらが登場人物の内的な認知として示す技法
や，映像修辞として情報を付加する技法も転換技法と
なり得る．
例えば，食事・喫煙・恋愛表現はこれらの全ての要素

を含み，映像作品の物語中に頻繁に挿入されている．
食事のシーンであれば，どのような場において，何を
誰と食べるのか，どのように食べ物を写しているの
か，登場人物がどのように口に入れるのか，について
などを提示する修辞技法になる．また，その人物の味
覚に関する認知が，テッロプやナレーションなどの映
像修辞を駆使して示される．ここでは受け手のストー
リーに関する認知処理の切断まではされないが，食と
いう行為をめぐる映像の細部や物語言説を多様・多重
に認知することで，ストーリーに関する処理を緩和す
る認知的転換が生じることになる．
転換技法によって，受け手は映像の物語を，ストー

リーを中心に均一的に処理するだけではなく，映像内
の空間や時間の連鎖，あるいは映像そのものの連鎖と
しても処理していくことが可能になる．

3. 転換技法と物語生成
物語生成においては登場人物を設定し，その登場人

物が関わる事象と事象に従属する語りを基にして連続
性を構成する，ストーリー的な側面が強調された物語
をまず考えることができる．事象をどのように連鎖さ
せるかに関しては，様々な物語文法を設定することな
どで制御する．
言語のみに留まらない，映像における物語生成では

ストーリーではなく，切断的観点を基準にすることも
できる．複数の映像ショットが提示されれば，受け手
はそこに物語を見出していく認知的特質があるため，
切断的特質を利用しても物語生成が可能である [4]．登
場人物にとらわれず，一つの連鎖として事象を提示し
ない，ノンストーリータイプの物語を生成する場合に
相当する．
ノンストーリータイプの物語では要素間の切断的な

関係 (切断技法) を，事象のつながりよりも優先する
ことで, 受け手の視点を変化させていくことが重視さ
れる. 切断技法は，ストーリー的側面からノンストー
リー的側面に視点を設定させるので，複数のストー
リーの共存や，ストーリーに留まらない物語が可能に
なる．さらに，ノンストーリー的な物語生成では物語
における時間を，ストーリー上の時間ではなく, 現実
と過去，そして受け手との認知的な関係によって強調
することによってノスタルジアに関する認知を生じさ
せることもできる．物語と時間，現実との関係を様々
に設定できることが一つのストーリーに留まらない切
断技法による物語生成の意義である [5].

それに対し，転換技法は，一つのストーリーに対し，
認知の多重性・多様性を生じさせるための技法である．
一つのストーリーの認知を，単なる行動・事象の連鎖
の認知に留まらせない．登場人物の行動に対して，ス
トーリー的側面だけでなく，世界や社会，環境へ向け
た視点を受け手に設定させるためにもこれらの転換技
法が必要になる．とはいえ，切断技法の様に異化効果
にまでつながる必要はなく，あくまでもストーリーの
枠の中をはずれない範囲のものでもある．そのため，
物語生成においては，物語文法を拡張し，転換技法を
挿入することによって，認知的転換に向けた映像修辞
を構成していくことができる．また，切断技法は，転
換技法を用いた一つ一つのストーリーをつなぐための
技法としても位置付けることができる．

4. おわりに
映像の受け手が，その物語に接するにあたって，認

知的転換が生じない場合はむしろ少ないはずである．
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映像の受け手は均一的にストーリーの処理のみを行
うわけではない．転換技法は，物語処理における不均
一性を意図的に生じさせるための技法であるから，そ
の種類は膨大なものになる．本発表での分類はまだ仮
説的なものであるので，さらなる分析や実験・物語シ
ミュレーションが必要である．
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